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学 校 だ よ り 

川口市立十二月田中学校 

 

川口市朝日１－１１－３ 

電話（２２２）５４４４ 

「学校は 66 歳 そして如月」 

                               校長  山角 厚志  

 2 月は寒くて「重ね着をする」といういわれから「如月」ともいわれております。一年の中で最も寒

い大寒を迎えて(1 月 20 日頃から 2 月の 3 日)大寒が終わると、季節の分かれ目「節分」があり、そし

て暦の上では立春を迎えます。梅の芽がほころびはじめ(我が家の桜のつぼみも例年より早く膨らみ

始めた気がします)、三寒四温の名の如く、少しずつ暖かい日が増えて春の訪れを待つのも２月です。

そして 3 年生は 1 月からは受験が始まりました。授業の雰囲気も廊下を流れる空気も微妙に違うもの

を感じ始めました。今月は私立の一般受験そして月末には県公立高校の入試が控えております。学校

をあげて万全な態勢で臨んで参りたいと思います。始業式の週には、「校内書き初め大会」もありまし

た。体育館で、和の音を（琴の音色等）聞きながら、落ち着いた環境で心穏やかに書き上げていまし

た。一学年ごとに雰囲気(学年が上がるにつれ穏やかな雰囲気を感じました)は異なるものがありまし

た。机上ではなく、広いところで行うことで字ものびのびとし、大胆に書いている生徒もいて、日本

の伝統美を感じることができました。 

「開校記念日」 

本校は昭和 30 年 4 月 1 日に開校しました。その年の 1 月 31 日を開校記念日とし、今年は 66 回目

の開校記念日を迎えることができました。大きなイベントは行いませんでしたが、その前週の 27 日

(土)に、学校公開日を設けさせていただき、当日は 331 名の保護者の皆様方が来校して下さいました。

午後の部活動体験では、小学生とその保護者数約 230 名が学校にきてくれました。ありがとうござい

ました。その日は図書館を開放し、開校から今までの卒業アルバムを閲覧できる機会を設けたところ、

保護者の 106 名(お子様 41 名＋本校生徒も 79 名)がアルバムを懐かしそうにご覧になり、今は見るこ

とができないその当時の写真を手に取ってみていただきました。来年も同じ催しをする予定です。今

年見られなかった方は是非来年お越し下さい。 

本校は昭和 53 年には 1012 名となり 1000 名を超え 23 クラス、その 4 年後の昭和 57 年に生徒数の

ピークを迎え、1136 名 27 クラスのマンモス学校だったということがうかがえます。ちなみに卒業生

(3 年生ひと学年・入学時は 416 名)のピークは昭和 59 年 3 月の 412 名です。その後減少し、平成 11

年に生徒数 526 名 15 クラス（15 クラスは 9 年間続いた）となりました。現在は、少しずつではあり

ますが生徒数クラス数も増え始め、今年度は生徒数 706 名 18 クラスであります。今までの総卒業生数

は 14，899 名となっております。今年 234 名の卒業生が加わると 15，133 名となり、15，000 人を超

えます。十二月田中の卒業生は、川口のみならず全国で今の社会を支えてくれていることだと思いま

す。日本の人口は、減少傾向です。少子高齢化が顕著となり生徒数は減少すると見込まれますが、川

口市は大手不動産アンケートで住みたい街 NO1 に選ばれたこともあり、十二月田中近辺も人口の増加

は考えられます。次年度以降は(3 月下旬に学校近くにマンションが建つことから、来年度は人数が増

える可能性もあります)7 クラスの学年も考えられます。（裏面に開校記念日特集として、本校の人数

の移り変わりや校歌の意味などについて載せてございますのでご覧下さい）。 

「感染症に厳重なる注意」 

残念なことに、先週本校では再度インフルエンザが蔓延し、1 年生で一クラス学級閉鎖を行いまし

た。11 月にも 1 年生が 4 クラス閉鎖をしたわけですが、今世間(世界)では新型肺炎（コロナウイルス

感染症）が猛威を振るい始めております。今の社会では川口に住んでいても世界中の人々とふれあう

機会があると思っております。咳エチケットや手洗いなどの実施がとても重要と言われております。

学校でも指導を継続して参りますが、各ご家庭におかれましても、しっかりとした対応をお願いでき

ればと思います。なお、高熱が出た場合は躊躇することなく医療機関にかかっていただければと思い

ます。 

 



日 曜 ２月行事予定 部活 
給食 

１年 ２年 ３年 

1 土  ○    

2 日  ○    

3 月 民生委員会議 ○ ○ ○ ○ 

4 火  ○ ○ ○ ○ 

5 水 
学校保健委員会 １５：４０～ 視聴覚・３Ｆ会議室 
教育相談月間（２者面談開始 ２８日まで） 

○ ○ ○ ○ 

6 木 短縮４５分×６限 専門委員会（３年生最終） ○ ○ ○ ○ 

7 金 新入生保護者説明会 １４：００～ 体育館 ○ ○ ○ ○ 

8 土  ○    

9 日  ○    

10 月  ○ ○ ○ ○ 

11 火 建国記念の日 ○    

12 水 全校集会 ○ ○ ○ ○ 

13 木 ３年学年末テスト テスト時制 テスト前部活休止（～２１日） × ○ ○ ○ 

14 金 ３年学年末テスト テスト時制 × ○ ○ ○ 

15 土  ×    

16 日  ×    

17 月 県公立高校入学願書提出（～１８日） × ○ ○ × 

18 火 生徒集会 × ○ ○ ○ 

19 水  × ○ ○ ○ 

20 木 
１・２年学年末テスト テスト時制 
県公立高校志願先変更（～２１日） 

× ○ ○ ○ 

21 金 １・２年学年末テスト テスト時制 ふれあいＤＡＹ × ○ ○ ○ 

22 土  ○    

23 日 天皇誕生日 ○    

24 月 振替休日 ○    

25 火 短縮４５分×６限 簡単清掃・帰りの会 職員会議 ○ ○ ○ ○ 

26 水  ○ ○ ○ ○ 

27 木 木１・２・３・４・６・５ ３年生公立受検事前指導（６校時） ○ ○ ○ ○ 

28 金 県公立高校学力検査 ○ ○ ○ × 

29 土  ○    

 

 
日にち 主な行事 日にち 主な行事 

２日（月） 県公立高校実技検査・面接 民生委員会議 １６日（月） 専門委員会 

３日（火） 全校集会 １７日（火） ２年生校外学習 

４日（水） 県公立高校追検査 １９日（木） １・２年生期末保護者会 

５日（木） 三年生を送る会 ２５日（水） 新入生１日入学 

９日（月） 県公立高校入学許可候補者発表 ２６日（木） 修了式 

１１日（水） 卒業証書授与式予行 ２７日（金）

～ 

学年末休業日（３月３１日まで） 

春季休業日（４月１日～７日） １３日（金） 第６４回卒業証書授与式 

※皆様からいただいた学校評価アンケートは、２月中に学校だより特別号として結果をお伝えいたします。 

３月の主な予定 



 

 

 

 

 １月３１日は、本校６６回目の開校記念日でした。昭和３０年１月３１日に校舎の起工式が行われ、開校記念日

となったそうです。今回は、開校記念日特集です。本校の生徒数の変化と校歌の歌詞の意味について調べましたの

で、紹介させていただきます。 

 

【生徒数の変化】 

 

 

 ※１つの年で３つ接している棒グラフは、左から１年、２年、３年の順です。 
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※校歌についてご存じのことがあれば、ぜひ教えていただきたいと存じます。学校まで御連絡ください。 

 

 

歌
詞
に
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
の
意
味
な
ど 

作
詞
の
服
部
嘉
香
・
・
・
国
語
学
者
、
歌
人
、
詩
人
。
埼
玉
県
に
と
ど

ま
ら
ず
、
全
国
の
十
八
の
小
学
校
、
中
学
校
、

高
校
、
大
学
の
作
詞
を
手
掛
け
る
。
市
内
で

は
他
に
青
木
中
、
元
郷
中
の
作
詞
も
行
っ
た
。 

 

「
え
ん
じ
」・
・
・
黒
を
帯
び
た
濃
い
赤
。
赤
の
比
喩
と
し
て
、
火
種

の
色
、
胸
の
奥
に
燃
え
て
い
る
も
の
、
感
情
と
智

慧
の
象
徴
な
ど
が
あ
る
。 

「
さ
や
け
き
」・
・
・
き
よ
ら
か
で
あ
る
こ
と 

「
敬
愛
ほ
こ
る
」・
・
・
尊
敬
し
、
親
愛
の
心
を
強
く
も
つ 

「
知
識
の
と
も
し
び
」・
・
・
知
識
と
い
う
小
さ
な
あ
か
り
、
と
も
し

た
火 

「
真
理
」・
・
・
ど
こ
で
も
、
い
つ
で
も
通
用
す
る
よ
う
な
知
識
・
認

識
。 

 「
工
業
都
市
」・
・
・
開
校
当
時
の
昭
和
三
十
年
、
川
口
は
鋳
物
で
栄

え
て
い
っ
た
。 

「
世
紀
」・
・
・
相
当
の
長
さ
に
わ
た
る
年 

「
世
紀
の
栄
を
め
ざ
し
つ
つ
」・
・
・
長
い
年
月
栄
え
て
い
く
こ
と
を

め
ざ
し
て 

 

「
野
べ
」・
・
・
野
原 

「
真
善
美
」・
・
・
人
間
の
理
想
で
あ
る
３
つ
の
も
の
。
認
識
上
の
真
、

道
徳
上
の
善
、
芸
術
上
の
美
。 

「
ほ
ま
れ
」・
・
・
光
栄
で
あ
る
こ
と
。 

  

「
そ
の
名 

永
久
に
」・
・
・
三
番
の
最
後
の
こ
の
部
分
だ
け
、
独
立

し
た
歌
詞
と
リ
ズ
ム
に
な
り
ま
す
。
こ

の
歌
詞
に
ど
の
よ
う
な
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

校
歌
の
全
般
的
な
意
味 

 

～
一
番
の
歌
詞
に
つ
い
て
～
「
知
」 

え
ん
じ
色
の
清
ら
か
な
校
旗
を
集
い
見
上
げ
る
生
徒
の
様 

子
。
知
識
と
い
う
と
も
し
び
を
か
ざ
し
、
真
理
の
森
に
分 

け
入
り
、
文
化
の
林
が
か
が
や
く
。
つ
ま
り
、
学
ん
だ
こ 

と
を
も
と
に
、
よ
り
難
し
い
問
題
も
解
決
し
、
新
た
な
文 

化
を
切
り
拓
い
て
い
く
と
い
う
意
味
を
表
し
て
い
ま
す
。 

一
番
は
知
・
徳
・
体
の
う
ち
「
知
」
に
つ
い
て
の
歌
詞
で
す
。 

  

～
二
番
の
歌
詞
に
つ
い
て
～
「
体
」 

「
晴
れ
た
る
空
に
な
び
け
る
煙
」
か
ら
、
開
校
当
時
の
川
口 

の
街
並
み
が
思
い
浮
か
び
ま
す
。
心
と
体
を
鍛
え
、
明
日
の 

力
に
変
え
、
長
い
間
栄
え
て
い
ら
れ
る
よ
う
、
明
る
く
正
し 

く
進
ん
で
い
こ
う
と
い
う
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
二
番 

は
知
・
徳
・
体
の
う
ち
の
心
も
含
む
「
体
」
に
つ
い
て
の
歌 

詞
で
す
。 

  

～
三
番
の
歌
詞
に
つ
い
て
～
「
徳
」 

「
遠
山
野
べ
を
見
わ
た
す
か
な
た
」「
世
界
を
め
ぐ
る
海
波 

あ
り
」
か
ら
は
、
果
て
し
な
い
広
が
り
を
感
じ
ま
す
。
歌
詞 

後
半
の
、
生
徒
や
学
校
の
理
想
、
十
二
月
田
中
へ
愛
校
心
、 

そ
の
名
前
が
永
久
に
続
い
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
に
か
か
っ 

て
き
ま
す
。
途
中
の
「
わ
れ
ら
の
使
命
」
か
ら
「
自
主
の
道
」 

の
部
分
は
、
学
校
で
の
教
え
で
あ
る
自
主
性
、
自
ら
切
り
開 

い
て
い
く
力
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
す
。
三
番
は
知
・ 

徳
・
体
の
う
ち
の
「
徳
」
に
つ
い
て
の
歌
詞
で
す
。 

 

愛
校
心
が
込
め
ら
れ
た
歌
詞
で
校
歌
が
終
わ
り
ま
す
。 


